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● IT 経営フォーラム　●経営サポートカレンダー　●一日公庫　●小規模企業共済・経営セーフティ共済　●最低賃金のご案内
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健康経営企業紹介（大坪水産 株式会社さん）
くろしお共済 誌上キャンペーン
LOBO 調査（７月〜９月）・新会員のご紹介

…………………………………………………
……………………………………………………

……………………………………

……………………………………………………
…………………………

………………………………………
…………………………

06
07
08

02
03
04
05

ɹ前߸にてごҊ内のとおり、10月29日（金）は焼津商工会議所の૑ཱ�0प年ه೦ࣜయを։࠵いたします。

当日は、全ての৬員が当日ӡ営に関わるため、૭ޱでの業務はԼهの時ؒଳのみとさせていただきます。

ご໎࿭とご不ศをおֻけして大変ॖڪではご͟いますがごཧ解とご協力をお願いいたします。

焼津商工会議所　創立 70 周年記念式典当日の
窓口業務時間の短縮について【お知らせ】

10月29日（金）窓口の業務時間 8：30～ 11：00

433事業所、6,376人が会議所において事前登録！！

シェイクアウト訓練2021開催シェイクアウト訓練2021開催
ご協力ありがとうございました

ɹ9月22日（水）、1෼ؒの防災܇࿅ʠγΣイクΞ΢ト
、されました。市内全体で、5�9団体࠵࿅ʡが։܇
1�
1��人（※内、当所事前ొ࿥433事業所、�
3��人）
が防災ແઢとڞに体をकるॳ動܇࿅を行いました。
̑年目となるࠓ回は緊急事態宣言期ؒ中でありまし
たが、ご参加、ご協力いただいたօ༷、੣にありがと
うご͟いました。
ɹこのػ会にもう一度、ආ難࿏や防災༻品などの਎の
回りの安全対策について考えてはいかがでしΐうか。
ɹγΣイクΞ΢ト܇࿅は、日༵日等に行われる地域の
防災܇࿅とはҟなり、ฏ日の日中に行われることがポ
イントで、৬場やֶߍで発災した際に਎をकるॠ時

の行動（υロッϓ、カόー、ϗールυ）を意識෇けるた
めにੈք֤国で実ࢪされており、会議所より市へ։
。を要๬し実現したものです࠵
ɹࠓ年度は 9月末現在で、全国22都ಓ෎県から43
団体がొ࿥し、2
���
9�5 人の参加がありました。現
在のとこΖ同規໛（10 ສ
人ʙ20ສ人）の̕都市の
中での参加者਺はઍ༿
県੒ా市に͙࣍ୈ̎Ґと
なっています。
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地
域
の
商
工
業
者
の
代
表
と
し
て
、
事
業
所
の

皆
様
の
円
滑
な
経
営
を
後
押
し
す
る
た
め
市
・
県
・

国
の
行
政
機
関
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

�0
月
��
日
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
通

じ
て
当
所
要
望（
下
記
）を
含
む
県
内
商
工
会
議
所

の
要
望
事
項
が
県
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
よ
り
継
続
要
望
１
件
に
加
え
、
新
た
に
８

件
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
概
要
を
掲
載
し
ま

す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
規
要
望

１
．
中
小
企
業
者
の
若
手
経
営
幹
部
候
補
者
の
中

小
企
業
大
学
校
等
公
的
研
修
会
受
講
に
対
す
る
助

成
制
度
の
創
設

・
静
岡
県
内
に
本
社
を
置
く
�0
歳
未
満
の
中
小
企

業
の
後
継
予
定
者
・
経
営
幹
部
候
補
者
及
び
青

年
経
営
者
を
育
成
す
る
た
め
、
中
小
企
業
大
学

校
等
が
実
施
す
る
優
れ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
す
る
た
め
の
研
修
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費（
受
講
料
、
旅
費
、
入
寮
時
の
宿
泊
費
）

に
つ
い
て
の
助
成
制
度
を
設
け
て
頂
き
た
い
。

２
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
法
人
番
号
を
活
用
し
、
各

種
手
続
き
に
関
す
る
業
務
作
業
負
担
を
軽
減
す
る

取
組
の
推
進

・
補
助
金
、
助
成
金
、
給
付
金
、
支
援
金
等
の
申

請
に
お
い
て
申
告
済
み
の
税
務
書
類
等
の
添
付

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
・
県
・
国
が
横

断
的
に
つ
な
が
り
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

事
業
者
の
負
担
の
軽
減
と
該
当
事
業
の
効
率
化
、

支
給
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

そ
の
為
、
県
が
中
心
と
な
り
国
や
市
に
対
し
て

積
極
的
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
利
活
用

・
料
金
が
高
い
か
ら
利
用
し
な
い
。
東
京
湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
安
く
な
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん

利
用
増
に
な
っ
て
く
る
。

①
利
用
喚
起
に
向
け
た「
料
金
割
引
」制
度
が
中

断
中
で
あ
る
が
、
割
引
料
金
を
恒
常
的
な
金

額
と
し
て
利
用
増
加
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

②
県
道
２
２
３
号
線
航
路
だ
け
で
は
需
要
喚
起

は
限
定
的
で
あ
り
、
駿
河
湾
内
の
主
要
港
な

ど
へ
の
就
航
も
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

４
．
焼
津
港
外
港
に
大
型
船
の
接
岸
で
き
る
水
深

９
Ｍ
岸
壁
の
早
期
増
設
を
要
望
致
し
ま
す
。

・
漁
船
の
大
型
化
に
よ
り
、
水
深
９
ｍ
ク
ラ
ス
岸

壁
４
か
所（
内
２
か
所
水
揚
パ
ー
ス
）の
状
態
で

は
、
水
揚
げ
待
機
船
が
発
生
す
る
た
び
に
港
内

混
雑
が
激
し
く
な
り
、
結
果
、
水
揚
げ
地
を
焼

津
か
ら
他
港
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。

５
．
地
元
産
業
振
興
に
資
す
る
展
示
会
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
が
で
き
る
産
業
会
館
の
焼
津
新
港
エ
リ
ア

で
の
建
設

・
重
量
の
あ
る
機
械
・
装
置
が
展
示
で
き
る
駐
車

場
付
産
業
会
館
の
建
設
を
願
い
た
い
。

各
種
産
業
展
示
や
地
元
主
要
産
業
で
あ
る
水
産

物
は
じ
め
食
に
関
す
る
展
示
・
販
売
・
品
評
・

食
育
等
な
ど
の
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
可
能

な
施
設
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

６
．
磯
ゴ
ミ
発
生
時
の
回
収
及
び
処
分

・
台
風
等
悪
天
候
時
に
発
生
す
る
磯
ゴ
ミ
の
回
収

及
び
処
分
の
費
用
に
つ
い
て
対
応
を
願
い
た
い
。

焼
津
漁
港（
焼
津
・
小
川
両
港
）港
内
に
大
量
の

漂
着
物
が
発
生
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
両
港

エ
リ
ア
の
統
一
調
整
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

７
．
補
助
金
・
助
成
金
、
融
資
制
度
の
見
直
し(

コ

ロ
ナ
関
連
）

・
飲
食
業（
関
連
業
者
含
）、
観
光
業
へ
の
支
援

金
・
特
別
融
資
枠
の
創
設
。

８
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
向
け
、
台
湾
観
光
客
誘

致
に
向
け
た
取
組
実
践

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
後
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
復
活
へ
補
助
金
を
交
付
し
、
国
際
交
流
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
獲
得

す
る
。

継
続
要
望

１
．
小
川
港
の
整
備　

・
新
た
な
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
策
定

動
向
に
つ
い
て
。

・
小
川
内
港
泊
地
の
水
深
の
確
保
と
大
型
船
舶
用

航
路
の
増
深
に
つ
い
て
検
討
願
い
た
い
。

令
和
４
年
度

県
行
政
に
関
す
る
要
望

～
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
支
援
な
ど
要
望
～

焼津市勤労者福祉
サービスセンター
会員募集

共済給付、健康診査受診料補助、レジャー
施設等利用補助、各種チケット割引斡旋な
ど、豊富なメニューで事業所の福利厚生を
サポートします。
お申込み・お問合せ先

（一財）焼津市勤労者福祉サービスセンター
（ワークピアやいづ）

事務所：焼津商工会議所会館２階
T E  L：０５４－６２８－９８８２
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「
健
康
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
簡
単
に
言
え
ば
、
従
業

員
さ
ん
の
健
康
維
持
を
経
営
課
題
と
し
て
捉
え

会
社
が
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
で
す
。
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
に
は
、

国
が
健※

康
経
営
優
良
法
人
と
し
て
認
定
し
、
顕

彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
１
の
認
定
を
受
け
た
企
業
に
そ
の
取

り
組
み
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介

す
る
の
は�

大
坪
水
産 

株
式
会
社 

さ
ん　
で
す
。

是
非
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｑ
健
康
経
営
優
良
法
人
に
取
り
組
ん
だ
き
っ

か
け
は
―

　

社
内
規
定
の
見
直
し
を
図
る
中
で
安
全
衛
生

管
理
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
衛
生
委
員
会
の
設

立
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
従
業
員
の
健
康

に
つ
い
て
改
め
て
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
弊
社

従
業
員
の
４
割
以
上
が
何
ら
か
の
持
病
も
ち
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
従
業
員
が
健
康

で
な
け
れ
ば
仕
事
の
生
産
性
や
効
率
の
維
持
が

難
し
い
と
考
え
、
健
康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
取
り
組
み
内
容
は
―

　

１
．
定
期
健
康
診
断
の
１
０
０
％
実
施
と
要
治

療
者
完
全
受
診　

２
．
個
々
人
の
残
業
時
間
管
理

の
徹
底
と
削
減　

３
．
喫
煙
者
が
多
い
の
で
完
全

分
煙
を
実
施
（
喫
煙
場
所
の
設
定
、
利
用
時
間
、

利
用
人
数
制
限
設
定
）�

４
．
有
給
休
暇
の
積
極
的

取
得
推
進　

５
．
毎
朝
就
業
前
の
全
部
署
そ
れ
ぞ

れ
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
。

Ｑ
健
康
経
営
に
取
り
組
む
際
に
苦
労
し
た
こ

と
や
良
か
っ
た
こ
と
―

　

全
従
業
員
が
全
員
同
じ
方
向
を
向
き
、
同
じ

行
動
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

会
社
全
体
の
体
制
が
再
確
認
で
き
、
弱
い
と
こ

ろ
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
従
業
員
同

士
の
人
間
関
係
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
よ
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
早
期
ケ
ア
等
相
談
支
援
体
制
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
安
全
衛
生
委
員
会
を
通

じ
て
健
康
へ
の
情
報
発
信
や
健
康
で
楽
し
く
働

け
る
職
場
づ
く
り
、
従
業
員
に
と
っ
て
環
境
の

良
い
職
場
、
風
通
し
の
良
い
職
場
、
働
き
甲
斐

の
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

焼津商工会議所では、アクサ生命保険㈱と共に
健康経営アドバイザー活動を通じて「職場の健康づくり」をサポートしております

教えて！

企
業
の
健
康
探
訪

健
康
経
営
に

　取
り
組
む
企
業
を
訪
ね
て

今回のご紹介先は…

大坪水産 株式会社 さん

所在地：静岡県焼津市利右衛門391−1
電　話：054−664 −2442

大坪水産株式会社
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෇಺༰څ෣ۚɾॕۚɾॿ੒ۚͷݟ

月々掛金700円程度から従業員様の福利厚生制度や
事業主様の万が一に備えることができます！！

ご加入೥ྸ͸ ͷํ΋ご加入ͰきますʂऀྸߴまͰಇ͘ࡀ��
ෆྀͷނࣄʹΑり入Ӄ͠たときͷڅ෇ۚ͸ɺ೔ؼり入Ӄ͔Βอো͞Εますʂ
ʠΨϯ入ӃҰ࣌ۚʡ�ʠΨϯઌਐҩྍҰ࣌ۚʡ�ʠ̒େੜ׆श׳ප入ӃҰ࣌ۚʡͰखްいอোʂ
※6大生活習慣病とは、糖尿病・心疾患・高血圧性疾患・脳血管疾患、肝硬変、慢性腎不全になります。

ոզ΍පؾがͳͯ͘΋ɺ঎޻ձٞॴڅ෇੍ۚ౓ͷʠ͓ॕいۚʡ΍ʠॿ੒ۚʡͰ੍౓Λごར༻௖͚ますʂ
຿֎ʹ໰Θͣۀ຿্ɾۀ ��࣌ؒอো �
৒༨ۚがあΕ͹഑౰ۚ΋ �

ম௡঎޻ձٞॴɹձһαʔϏε՝
TEL：054-628-6251（営業時間 8：30～ 17：00）

TEL：054-644-7835（営業時間 9：00～ 17：00）
ΞΫαੜ໋อࢬ౻᷂ݥӦۀॴ【引受保険会社】

ੋඇɺ͜ͷػձʹ
ご加入ɾ૿ Λޱ
ごݕ౼Լ͞いʂʂ

ম௡঎޻ձٞॴ�ձһݶఆ੍ࡁڞ�౓ʲ͘Ζ͓͠ࡁڞʳ
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付 定期保険（団体型）
+ 焼津商工会議所独自の給付金制度（見舞金・祝金・助成金）
記載の内容はくろしお共済制度の制度内容の一部を記載したものです。ご加入にあたって
はパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

くろしお共済 誌上キャンペーン

ご加入の 6つのメリット

ఆظอݥʢஂମܕʣͷڅ෇಺༰

所定の不慮の事故˞�による  ࢮ๢อۚݥʴ֐ࡂอۚݥ 250万円
上記以外の事由による  ࢮ๢อۚݥ 50万円
所定の不慮の事故˞�による  ߴ౓ো֐อۚݥʴߴ֐ࡂ౓ো֐อۚݥ 250万円
上記以外の事由による  ߴ౓ো֐อۚݥ 50万円
所定の不慮の事故˞�による  入Ӄڅ෇ۚ（1日以上 60日限度） 1日に

つき 2,000円

5,000円Ұ཯

ガンで入院したとき  Ψϯ入ӃҰ࣌ۚ（1日以上、年 1回限度） 2万円
６大生活習慣病˞�で入院したとき

̒େੜ׆श׳ප入ӃҰ࣌ۚ (1 日以上、年 1回限度 ) 1万円
ガンの治療を直接の目的とした
　　先進医療による療養を受けたとき ΨϯઌਐҩྍҰ࣌ۚ 5万円

会員限定！！

病気による 入Ӄݟ෣ۚ

1

2

3

4

5

6

෇಺༰څ ෇ۚڅ෇಺༰څ ʢֹޱ�ʣ ෇ۚڅ ʢֹޱ�ʣ

 （5 日以上、1人年 1回）

5,000円Ұ཯

5,000円Ұ཯

�ॴごとͷۀࣄ
ड਍ऀ਺ʹΑΔ

不慮の事故による ௨Ӄݟ෣ۚ

݁ࠗॕۚ

ग़ۚॕ࢈

ؐྐྵॕۚ

（5日以上、1人年 2回）

※口数に関わらず

਍அॿ੒ۚ߁݈
※詳細は申請時にご確認ください

※1 不慮の事故とは、急激かつ偶発的な外来の事故によるものです。
※2 ６大生活習慣病とは、糖尿病・心疾患・高血圧性疾患・脳血管
　　疾患、   肝硬変、慢性腎不全になります。

保障内容（1口にご加入の場合）

お
問
合
せ
先
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新会員のご紹介 ɹご加入いただきありがとうございますʢܟশུʣ

事 業 所 名 代 表 者 住　　所 業　種　名

中部海陸運輸株式会社 渡邊　敦士 焼津市石津 一般貨物自動車運送事業

藤山塗工 山崎　拓馬 藤枝市平島 建築塗装

進 飯塚　　進 焼津市石津向町 シャッター、トイレブース、  アルミパーティション

� 月͝Ճೖͷશ � ॴʢ಺ɺ2ۀࣄ ॴ͸ඇެදʣۀࣄ

　焼津市全産業の業況ＤＩは、当該期間に静岡県がまん延防止および
緊急事態宣言対象地域に指定され各種営業制限要請の影響もあり悪
化しているが、3か月後の先行きは改善の見通し。

2021年7～ 9月

商工会議所 LOBO調査

調査期間

〇前回（2021年6月期公表）との比較
・全産業の業況DIは▲13.1ポイント（▲22.2→▲35.3）
で悪化した。静岡県がまん延防止および緊急事態宣
言対象地域に指定された影響が大きい。ただし、直近
の9月調査では当月末をもって対象地域解除の見込み
であることやワクチン接種が進んでいることも好材料
と捉えられ、かつ、食料品製造業を中心に繁忙期にあ
たることもあり、先行きは改善の見通しである。

〇対象期間の付帯調査
・「貴社における正社員の副業・兼業に関する状況」に
ついて、焼津市での調査協力企業のうち副業・兼業を
認めている企業は約45％となった。それは、全国と比
較し14％程度高い水準である。ただし、副業・兼業を
認めていても、全社的ではなく一部の業務に携わる者
に限られている場合が多い。

・国の方針の「2050年カーボンニュートラル（CO2排出実質ゼロ）実現」について、エネルギーコストの上昇や安定供給への影響を
危惧する回答が多い。逆に、カーボンニュートラルを自社の経営革新のビジネスチャンスと捉えている企業も存在する。

焼津市管内 早期景気観測調査焼津市管内 早期景気観測調査

▲70

▲60

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

9月
（2019年）

11月 1月
（2020年）

3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月見通し

焼津市 業況DI

焼津市内調査結果による全産業「業況DI」の推移

※ LOBO調査協力企業（全業種）の各月回答数をもとにグラフを作成しています。
※ DI：Diffusion Index（ディフージョン インデックス＝景気動向指数）の略。
　 各調査項目について、「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなど
　 とする企業割合を差し引いた数値で、企業の景況感の判断に使用する指数。

▲35.3▲35.3

▲22.2▲22.2

〇調査企業からの声
・コロナに関係なく、脱炭素の動きが強くなっており、環境規制
が強まることで、あらゆる原材料は、一時的に大量に生産で
きなくなります。あらゆるモノの移動によりコストがかかりま
す。モノの価格、価値が変わる節目にいるのかも知れません。
（非鉄金属製造業）

・閉幕したオリンピックがすべて悪ではないが、その影響で人
流が増えた（気のゆるみなど）のは因果関係があると思われ
ても仕方ない。実際首都圏のみならず、感染者が激増してい
るのは事実で、遂に静岡県も「まん延防止等重点措置」とな
り、その対象地域（特に静岡市、浜松市）からの人流もある。
（飲食業）

・副業・兼業に関しては、個々の能力によって是非があると思
われ、本業すら100%の能力を発揮できない社員が副業を考
えるのはナンセンスであり、逆に本業に大いに貢献している
社員が副業に興味を持つことは全く問題ないと思われる。

社員の見極め、あるいは選別を会社が行って良いのか難しい
判断であり、導入するには社内ルールを決める必要がありそう
だ。（食料品製造業）

・昨年同期に比べて売り上げは回復してきているが、原材料価
格の高騰が著しく、販売単価への転嫁もスムーズとは言えない
ため、予断を許さない状況は続いている。（食料品製造業）

・10月以降の団体予約も増えてきており、宣言解除、収束の方向
性が見えてくれることを切に願う。そのような兆しが見えてこな
いと、現状では人員の増加もできず、景気が良くなり始めたら
人材確保ができず、人手不足になるのは明らか。（飲食業）

・過去の経験から、予測できる自然災害については防災の意識
が以前よりも高まっており、BCP（事業継続計画）策定の必要
性も感じているが、実際には何から始めて良いのか解らない
状況である。（食料品製造業）

※全国の調査の詳細、過去のLOBO調査結果については日本商工会議
所LOBO調査サイト（https://cci-lobo.jcci.or.jp/）をご参考ください。
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掲載を希望されます方は、当所へご連絡ください。掲載料は無料です。（先着順）会員サービス課 TEL：628-6251 こちらの情報は当所HP・FBにも掲載いたします。

掲載を希望されます方は、当所へご連絡ください。掲載料は無料です。（先着順）会員サービス課 TEL：628-6251

N伝言板会員の“新”がつく情報をご紹介

事業所名

所在地 /

T E L /

自社紹介 /

定 休 日 /

代表者名 / 焼津市利右衛門384-1

054-631-4585

日曜・祝日・水曜（月1～3回）土曜半日（午前8～12時）

営業時間 / 8：00～17：00　

齋藤　敦

㈱あまる齋藤商店

新商品  焼津さば味噌こんにゃく
焼津を活性化したい !!と、女性経営陣で考案した「焼津さば味噌こん
にゃく」です。脂乗りの良い大型の金華さば切身と、バタ練り製法の
1口サイズのこんにゃくを味噌煮にし、レトルト食品にしました。湯煎か
お皿に移してレンチンで、更に切れているから家族みんなで分けられ
る！「簡単・美味しい・ヘルシー」おかずに、おつまみに、手土産・プレ
ゼントに…一度手に取っていただきたいおススメの一品です。あまる齋藤商店では会社単位で10 個以上ご
注文の場合には配達サービスも行います。ぜひご利用ください♪

三共食品㈱
　焼津市で創業して来年には
70年。全国の食品会社のOEM
をメインにレトルト食品を製造
しています。当社の工場では量
販店向けの小袋製品から業務
用の大袋製品まで幅広いサイ
ズに対応できます。近年は自社
商品の開発も進めており、
「SKOホワイトミートフレーク」
は当社自慢の一品です。

■代表者名／森　琢史　　■ＴＥＬ／054-623-2277　　
■所 在 地／〒425－0065 焼津市惣右衛門423
■定 休 日／土日祝日（夏季・冬季休業日あり）　
■取扱商品／「SKOホワイトミートフレーク」はびんながまぐろの
ツナフレークを缶詰ではなくレトルトの袋に入れた商品です。「お
いしい・かんたん・べんり」を合言葉に、おいしさと使いやすさを
追求し、焼津水産ブランドにも選ば
れています。お求めは三共食品オン
ラインショップへ。

㈱山  政
創業明治 41 年、百余年の伝統を土台に焼津より全国の
お客様にこだわりの炭火焼あぶり、伝統の佃煮、手間暇惜
しまず仕上げた本枯節をお届けしております。

会員の皆様を紹介しています。
今月は、㈱山政 さん・三共食品㈱ さんを紹介します。

※事前にご連絡頂ければ対応致します。

創業昭和25年 祖父の代から続き、現在3代目の
鯖の専門店です。主に塩さば（青切り・フィレ）小売品（鯖の
糀漬け・しめ鯖等）、からすみの製造をしています。市場卸
がメインでほとんどが関西方面への出荷ですが、工場直売と
イベント出店等も行っています。

事業所名

所在地 /

T E L /

自社紹介 /

定 休 日 /

代表者名 / 焼津市小川新町1-5-14

054-628-2788

土曜・日曜・祝日

営業時間 / 9：00～17：00　

岩崎　真紗美

岩崎蒟蒻店

創業昭和 2 年の老舗。女性職人の手作りこんにゃ
く店です。こだわりの「バタ練り」で製造されたこんにゃく
は味しみがよく、弾力もあるので美味しく仕上がります。
工場直売で販売している各商品は女性目線で考案されている
ので、目新しく食べてみたい！が盛りだくさんです。

ここが
“Ｎ”

2事業所
による合作
2事業所
による合作

■代表者名／田宮 順之　
■所 在 地／〒425－0035 焼津市東小川2-4-14
■Ｔ Ｅ Ｌ／054-626-8003　
■定 休 日／土日祝日　
■営業時間／8：00～17：00　工場直売 8：30～16：30
■取扱商品／農水産食品製造販売・炭火焼産地直送品、

佃煮、鰹節・工場直売所小売・全国
有名百貨店・量販店卸売・通信販売
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し
て
攻
撃
を
か
け
な
か
っ

た
の
で
す
。
北
目
城
と
い
う
と
こ
ろ
に
本
陣
を

置
い
た
の
で
す
が
、
兵
を
動
か
さ
ず
、
見
て
い

る
だ
け
。
少
し
だ
け
戦
っ
て
、
白
石
城
を
奪
い

取
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
。

　

さ
あ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
は
家
康
の
勝
利
に
終

わ
り
ま
し
た
。
東
軍
に
お
味
方
し
ま
し
た
の
で
、

本
郷
　
和
人

ほ
ん
ご
う
・
か
ず
と

１
９
６
０
年
東
京
都
生

ま
れ
。
��
年
東
京
大
学

文
学
部
卒
業
、
��
年
同

大
学
大
学
院
単
位
取
得
退
学
。
石
井
進
氏
と
五
味

文
彦
氏
に
師
事
し
、
日
本
中
世
政
治
史
を
専
門
と

す
る
。
当
為
（
建
前
、
理
想
論
）
で
は
な
く
実
情

を
把
握
す
べ
き
と
し
、
日
本
中
世
の
「
統
治
」
の

あ
り
さ
ま
に
言
及
す
る
著
作
を
発
表
し
て
い
る
。

従
来
の
権
門
体
制
論
を
批
判
し
、
二
つ
の
王
権
論

に
立
つ
。
師
の
五
味
文
彦
氏
と
同
様
に
書
評
も
多

く
、中
世
や
近
世
を
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
、

ア
ニ
メ
、
漫
画
の
時
代
考
証
に
も
携
わ
る
。

伊
達
政
宗 

～
本
領
は
そ
の
宣
伝
力
～

東
京
大
学
史
料
編
纂
所 

教
授
　
本
郷 

和
人
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出張パーティー
作業・事務ユニフォーム

●ボウサイブロック

●そのまま食べれる
しっかり、まんぞく。
非常食セット3日分

●そのまま食べれる

非常食セ

株式会社 やまもと印刷工業 防災事業部 〒425-0077  焼津市五ケ堀之内1517TEL 054-629-1228

防
災
用
品
各
種

取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
用
品
各
種

取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

●しっかり、まんぞく。
　非常食セット3日分

●まるごと組み立て
　トイレセット20回分
●まるごと組み立て
　トイレセット20回分

●6年保存水 
　2,000ml（6本）
●6年保存水 
　2,000ml（6本）

●6年保存水 
　500ml（24本）
●6年保存水 
　500ml（24本）

定期個別相談会 （事前予約制：会員無料）

会議所のうごき   10月・11月

注）上記日程は新型コロナの状況により変更される可能性があります
問合せ先／会員サービス課

原則30分　3営業日前の16時迄にお申込み下さい　※当所非会員は有料相談となります。
相談項目 日にち 時間 専門家名

法　律※ 11 月
12 月

12
10

日
日

（金）
（金） 13：30 ～ 15：30 弁護士　宮 田 逸 江 氏 

金　融 11 月
12 月

16
14

日
日

（火）
（火）

10：00 ～ 16：00
13：00 ～ 16：00 日本政策金融公庫  静岡支店  国民生活事業

特許・商標※ 11 月
12 月

19
17

日
日

（金）
（金） 13：30 ～ 15：30 弁理士　吉 川 晃 司 氏

事業承継 11 月
12 月

24
21

日
日

（水）
（火） 9：00 ～ 16：00 静岡県事業承継・引継ぎ支援センター

BCP（事業継続計画） 11 月 17 日 （水） 13：00 ～ 16：00 東京海上日動火災保険 ㈱

マル経資金のご案内
■融資限度額：2,000 万円（運転・設備合わせて）
■返 済 期 間：運転資金　7 年以内（据置 1 年以内）

設備資金 10 年以内（据置 2 年以内）

■利　　　率：1.21％（令和 3 年 10 月 １日現在）
■担　　　保：無担保・無保証人
■申 込 締 切：15日（土日祝日の場合は前営業日）
■お問合せ先：中小企業相談所　TEL 6 2 8 − 6 2 51
■そ　の　他：マル経資金の利子補給金制度がございます。

詳細についてはお問い合わせください。

10 月 29 日
11月 01 日

2 日
　

8 日
10 日
11 日

12 日
16 日
19 日
22 日

【その他】焼津商工会議所創立70周年記念式典（市内）
【その他】焼津市政70周年記念式典（市内）
【会議】志太3市広域連携懇談会

第2回幹事会（島田市）
【会議】正副会頭会議（当所）
【セミナー】経営計画作成セミナー（当所）
【事業】志太 3 市商工会議所商工会人脈づくり

交流会（オンライン）
【会議】商工会議所専務理事事務局長会議（静岡市）
【事業】IT経営フォーラム（市内）
【事業】焼津商工会議所優良従業員表彰式（市内）
【会議】焼津商工会議所女性会臨時総会（当所）

（カッコ内は開催地）（小規模事業者経営改善資金）

新型コロナウイルス感染症対応のための経営相談体制強化事業 （事前予約制）

相 談 内 容 新型コロナウイルス対策のための補助金等に関する申請支援、アドバイス等

相 談 員 中小企業診断士

開 催 日 程

10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 15：00

10月 26日（火）

11月 2日（火） 8日（月） 10日（水） 22日（月） 29日（月）

12月 1日（水） 7日（火） 15日（水） 21日（火）
※協力金等に関する申請相談窓口ではありません。




